
Ａ. 研究目的

スモンの病態機序解明の努力が続けられているが､

発症から 50 年以上が経過した今も解明されていると

はいえない｡ 近年､ 生体試料とそれに付随する情報を

集積保存し､ 疾患の原因究明や治療法開発を行う研究

基盤とするバイオバンクの構築が進められてきている｡

このバイオバンクによりスモンの病態解明研究の裾野

が広がることを期待し､ 患者様の DNAを主体とした

生体資料を収集・保管し一連の研究が可能な研究基盤

を構築することが本研究の目的である｡

Ｂ. 研究方法

岐阜大学における先行研究 ｢スモン (SMON) 病の

感受性遺伝子に関する研究｣ において採血収集された

保管検体を､ 患者様に文書による同意を得､ 国立長寿

医療研究センターバイオバンクに倫理審査承認を得た

上で移管手続きを進めた (図 1)｡

バイオバンクに未参加の患者様に対しては､ 各分担

研究者施設において倫理承認いただいた上であらため

てバイオバンクについて文書を以て説明､ 協力をお願

いする｡ 同意いただいた患者様の血液を採取し､ 国立

長寿医療研究センターバイオバンクに送付し保管する

(図 2)｡

(倫理面への配慮)

各検体は連結可能匿名化とし､ 患者情報を把握して

いる国立病院機構鈴鹿病院で対照表を管理する｡ 本バ

イオバンクの利用に関しては､ スモンバイオバンク委

員会が適正に審査したうえで承認し研究に役立てられ

るように配慮する｡

Ｃ. 研究結果

鈴鹿病院を含め 3施設の各倫理審査委員会にて検体

移管が認可され､ 岐阜大学から国立長寿医療研究セン

ターに患者様より同意の得られた検体を移管手続き中

である｡
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図 1 これまでの採決済みの検体・データの流れ

図 2 今後採血する新しい検体・データの流れ



Ｄ. 考察

岐阜大学での先行研究に参加いただいていない患者

様にバイオバンクへの参加を新たにお願いするべく､

各医療機関に倫理審査､ 検体採取と移送を今後依頼す

る必要がある｡

スモンの病態機序の解明の一手段として､ 薬剤感受

性遺伝子についての研究が岐阜大学においてなされて

いる｡ 薬剤の副作用や効果の予測に遺伝子解析がすで

に多分野で用いられておりその解析例を呈示する (図

3)｡ エタノールのような嗜好品から､ 脳神経内科でも

よく使われるワーファリン､ 関節リウマチに対するメ

トトレキサートがよく知られているほか､ 抗癌剤であ

るイリノテカンにおいては感受性遺伝子 UGT1A1 の

検査が保険収載されている｡ これらの薬剤は､ 過量な

投与により副作用をきたすということは一般の化学物

質と同様であるが､ 患者様によって副作用をきたす量

に大きな幅があるという特徴がある｡ スモンの原因が

キノホルムの過量投与を背景にしていることは間違い

ない事実であるが､ キノホルムにも感受性遺伝子が想

定され､ このバイオバンクを介してスモンの病態解明

が進むことが期待される｡

なお薬剤感受性遺伝子の検査は､ 単一遺伝子病の検

査と違って表現型である副作用の回避が可能である点､

適正量の推定が投薬量の調整によって可能という点で､

通常の診療情報と同様に扱うことができるということ

を強調しておきたい｡

Ｅ. 結論

岐阜大学に保管されていたスモン患者様の検体が､

同意を得られた分についてバイオバンクに移管される

こととなった｡ スモンの病態解明のためには研究の裾

野を広げることが重要であり､ その一つの方法として

バイオバンクの構築が必要と考える｡ 一方で､ 患者様

の平均年齢は 80 歳を超えており､ 生体試料の収集が

可能な機会は減ってきている｡ また､ 患者様自身に貢

献できる可能性も年々低くなっており､ これからの医

療のための研究としての意味合いが強くなっている｡

新型コロナウイルス流行にて推進困難な状況にあるが､

患者数は依然減少している今､ 病態解明の基盤となる

バイオバンクの整備が急務であることに変わりはない｡
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図 3 薬剤感受性遺伝子の解析例


